
(57)【要約】

【課題】ドライかつ高温の条件下でもシールリップ３ａ

が早期に過大摩耗することがなく、もって排気ガス等の

シール流体を安定してシールすることができるバルブス

テムシール１を提供する。

【解決手段】バルブステムガイドの一端部に配置されて

バルブステムの周面に摺動自在に密接するシールリップ

３ａを有するバルブステムシール１において、シールリ

ップ３ａの内周面にバルブステムの周面に摺動自在に密

接する少なくとも３本の環状凸部４，５，６を設け、環

状凸部４，５，６のバルブステムガイド側にグリースを

保持するための環状堰部７を設ける。環状凸部４，５，

６はその内径寸法を互いに同じに形成し、環状堰部７は

バルブステムの周面との間に微小な径方向クリアランス

を形成するよう寸法設定する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド （ ２ １ ） の 一 端 部 に 配 置 さ れ て バ ル ブ ス テ ム （ ２ ２ ） の 周 面 に 摺 動
自 在 に 密 接 す る シ ー ル リ ッ プ （ ３ ａ ） を 有 す る バ ル ブ ス テ ム シ ー ル （ １ ） に お い て 、
　 前 記 シ ー ル リ ッ プ （ ３ ａ ） の 内 周 面 に 前 記 バ ル ブ ス テ ム （ ２ ２ ） の 周 面 に 摺 動 自 在 に 密
接 す る 少 な く と も ３ 本 の 環 状 凸 部 （ ４ ） （ ５ ） （ ６ ） を 設 け 、 前 記 環 状 凸 部 （ ４ ） （ ５ ）
（ ６ ） の バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド （ ２ １ ） 側 に グ リ ー ス を 保 持 す る た め の 環 状 堰 部 （ ７ ） を 設
け 、
　 前 記 環 状 凸 部 （ ４ ） （ ５ ） （ ６ ） は 、 内 径 寸 法 （ φ Ａ ） を 互 い に 同 じ に 形 成 さ れ 、
　 前 記 環 状 堰 部 （ ７ ） は 、 前 記 バ ル ブ ス テ ム （ ２ ２ ） の 周 面 と の 間 に 微 小 な 径 方 向 ク リ ア
ラ ン ス （ ｃ ） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る バ ル ブ ス テ ム シ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｅ Ｇ Ｒ 排 気 還 流 弁 等 に お い て 排 気 ガ ス 等 を シ ー ル す る た め に 用 い ら れ る バ ル
ブ ス テ ム シ ー ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ９ ３ ８ ６ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） ま た は 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ５ １ ６ ７ 号
公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） 等 に 掲 載 さ れ て い る Ｅ Ｇ Ｒ 装 置 で は 、 そ の 排 気 還 流 弁 に お け る バ ル ブ
ス テ ム （ 弁 軸 ） と こ れ を ス ト ロ ー ク 自 在 に 支 持 す る バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド （ 弁 軸 受 ） と の 間
か ら 排 気 ガ ス が 漏 れ な い よ う に す る 必 要 が あ り 、 こ の た め 、 従 来 か ら 図 ３ に 示 す よ う に 、
バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド ５ １ の 一 端 部 に 配 置 さ れ て バ ル ブ ス テ ム ５ ２ の 周 面 に 摺 動 自 在 に 密 接
す る シ ー ル リ ッ プ ５ ４ を 有 す る バ ル ブ ス テ ム シ ー ル ５ ３ が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 従 来 の バ ル ブ ス テ ム シ ー ル ５ ３ に よ る と 、 シ ー ル リ ッ プ ５ ４ が ド ラ
イ か つ 高 温 の 条 件 下 で バ ル ブ ス テ ム ５ ２ の 周 面 に 摺 動 す る こ と に 関 し て 特 に 対 策 が 施 さ れ
て い な い こ と か ら 、 シ ー ル リ ッ プ ５ ４ に 早 期 に 過 大 摩 耗 が 発 生 す る 不 都 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ９ ３ ８ ６ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ５ １ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 点 に 鑑 み て 、 ド ラ イ か つ 高 温 の 条 件 下 で も シ ー ル リ ッ プ が 早 期 に 過 大 摩
耗 す る こ と が な く 、 も っ て 排 気 ガ ス 等 の シ ー ル 流 体 を 安 定 し て シ ー ル す る こ と が で き る バ
ル ブ ス テ ム シ ー ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の バ ル ブ ス テ ム シ ー ル は 、 バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド の 一 端
部 に 配 置 さ れ て バ ル ブ ス テ ム の 周 面 に 摺 動 自 在 に 密 接 す る シ ー ル リ ッ プ を 有 す る バ ル ブ ス
テ ム シ ー ル に お い て 、 前 記 シ ー ル リ ッ プ の 内 周 面 に 前 記 バ ル ブ ス テ ム の 周 面 に 摺 動 自 在 に
密 接 す る 少 な く と も ３ 本 の 環 状 凸 部 を 設 け 、 前 記 環 状 凸 部 の バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド 側 に グ リ
ー ス を 保 持 す る た め の 環 状 堰 部 を 設 け 、 前 記 環 状 凸 部 は 、 内 径 寸 法 を 互 い に 同 じ に 形 成 さ
れ 、 前 記 環 状 堰 部 は 、 前 記 バ ル ブ ス テ ム の 周 面 と の 間 に 微 小 な 径 方 向 ク リ ア ラ ン ス を 形 成
す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 を 備 え た 本 発 明 の バ ル ブ ス テ ム シ ー ル の よ う に 、 シ ー ル リ ッ プ の 内 周 面 に バ ル
ブ ス テ ム の 周 面 に 摺 動 自 在 に 密 接 す る 少 な く と も ３ 本 の 環 状 凸 部 を 設 け る と 、 環 状 凸 部 同
士 の 間 に 形 成 さ れ る 環 状 凹 部 に 摺 動 部 潤 滑 用 の グ リ ー ス を 貯 留 す る こ と が 可 能 と な る 。 環
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状 凸 部 の 形 成 数 を 少 な く と も ３ 本 、 す な わ ち ３ 本 以 上 と し た の は 、 バ ル ブ ス テ ム に 対 す る
シ ー ル リ ッ プ の し め し ろ を 分 散 さ せ て 各 環 状 凸 部 に お い て 接 触 圧 を 低 減 さ せ る 趣 旨 で あ り
、 ま た 各 環 状 凸 部 の 内 径 寸 法 を 互 い に 同 じ に 形 成 し た た め に 、 接 触 圧 を 均 等 化 さ せ る こ と
も で き る 。 各 環 状 凸 部 に お い て し め し ろ を 分 散 さ れ か つ 均 等 化 さ れ た シ ー ル リ ッ プ は 総 じ
て 、 摺 動 摩 耗 し に く い 特 徴 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 環 状 凸 部 の バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド 側 に グ リ ー ス を 保 持 す る た め の 環 状 堰 部 を 設 け た
た め に 、 環 状 凸 部 お よ び 環 状 堰 部 間 の ス ペ ー ス に も グ リ ー ス を 貯 留 す る こ と が 可 能 と な り
、 環 状 堰 部 お よ び バ ル ブ ス テ ム の 周 面 間 に 微 小 な 径 方 向 ク リ ア ラ ン ス を 形 成 す る よ う に し
た た め に 、 バ ル ブ ス テ ム の ス ト ロ ー ク 時 に 環 状 堰 部 が グ リ ー ス を 掻 き 出 す の を 抑 え る こ と
が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の バ ル ブ ス テ ム シ ー ル に よ れ ば 、 上 述 し た と こ ろ に よ り グ リ ー ス に よ
る 潤 滑 作 用 を 期 待 す る こ と が で き 、 か つ バ ル ブ ス テ ム に 対 す る シ ー ル リ ッ プ の し め し ろ が
分 散 さ れ か つ 均 等 化 さ れ て 低 減 さ れ る た め に 、 ド ラ イ か つ 高 温 の 条 件 下 で も シ ー ル リ ッ プ
が 早 期 に 過 大 摩 耗 す る の を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 つ ぎ に 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に し た が っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る バ ル ブ ス テ ム シ ー ル １ の 自 由 （ 装 着 前 ） 状 態 の 半 裁 断 面
を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ２ は 、 同 シ ー ル １ の 装 着 状 態 の 半 裁 断 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 当 該 実 施 例 に 係 る バ ル ブ ス テ ム シ ー ル １ は 、 Ｅ Ｇ Ｒ 排 気 還 流 弁 に お い て 排 気 ガ ス を シ ー
ル す る も の で あ っ て 、 以 下 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 す な わ ち 先 ず 、 取 付 部 材 と し て の バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド （ 図 ２ 参 照 ） ２ １ の 軸 方 向 一 端 部
（ 図 上 上 端 部 ） 外 周 面 に 取 り 付 け ら れ る 金 属 製 の 取 付 環 （ 外 環 と も 称 す る ） ２ が 設 け ら れ
て お り 、 こ の 取 付 環 ２ に ゴ ム 状 弾 性 材 製 の 弾 性 体 （ パ ッ キ ン と も 称 す る ） ３ が 加 硫 接 着 さ
れ て お り 、 こ の 弾 性 体 ３ に よ っ て 、 摺 動 の 相 手 部 材 で あ る バ ル ブ ス テ ム （ 図 ２ 参 照 ） ２ ２
の 周 面 に 摺 動 自 在 に 密 接 す る シ ー ル リ ッ プ ３ ａ と 、 バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド ２ １ の 外 周 面 に 静
止 的 に 密 接 す る 静 止 シ ー ル 部 ３ ｂ と が 一 体 に 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 取 付 環 ２ は 、 筒 状 部 ２ ａ の 軸 方 向 一 端 に 径 方 向 内 方 へ 向 け て フ ラ ン ジ 部 ２ ｂ を 一 体
成 形 し て 半 裁 断 面 略 Ｌ 字 形 に 形 成 さ れ て お り 、 後 者 の フ ラ ン ジ 部 ２ ｂ に シ ー ル リ ッ プ ３ ａ
が 加 硫 接 着 さ れ る と と も に 、 前 者 の 筒 状 部 ２ ａ の 内 周 面 に 静 止 シ ー ル 部 ３ ｂ が 加 硫 接 着 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 シ ー ル リ ッ プ ３ ａ は 、 取 付 環 ２ の フ ラ ン ジ 部 ２ ｂ の 内 周 端 部 か ら 軸 方 向 一 方 （ 図 上
上 方 ） へ 向 け て 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の シ ー ル リ ッ プ ３ ａ の 内 周 面 に 、 バ ル ブ ス テ ム
２ ２ の 周 面 に 摺 動 自 在 に 密 接 す る ３ 本 の 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ が 設 け ら れ る と と も に 、 こ の
環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ の バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド ２ １ 側 （ 図 上 下 側 ） に 、 グ リ ー ス を 保 持 す る た
め の 環 状 堰 部 ７ が １ 本 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 シ ー ル リ ッ プ ３ ａ の 外 周 面 に は 、 環 状 の 装
着 溝 ８ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 装 着 溝 ８ に 、 し め し ろ 調 整 用 の ガ ー タ ー ス プ リ ン グ （ 単 に
ス プ リ ン グ と も 称 す る ） ９ が 嵌 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 ３ 本 の 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ は そ れ ぞ れ 断 面 略 半 円 形 に 形 成 さ れ て 互 い に 略 同 じ 断 面
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形 状 を 有 し て お り 、 か つ そ の 自 由 状 態 に お け る 内 径 寸 法 φ Ａ を 互 い に 等 し く 形 成 さ れ て い
る 。 こ の 内 径 寸 法 φ Ａ は 、 バ ル ブ ス テ ム ２ ２ の 外 径 寸 法 φ Ｃ （ 図 ２ 参 照 ） よ り も 若 干 小 さ
く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 環 状 堰 部 ７ は 、 そ の 内 径 寸 法 φ Ｂ を バ ル ブ ス テ ム ２ ２ の 外 径 寸 法 φ Ｃ よ り も
若 干 大 き く 設 定 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 装 着 状 態 に お い て 、 こ の 環
状 堰 部 ７ と バ ル ブ ス テ ム ２ ２ の 周 面 と の 間 に 微 小 な 径 方 向 ク リ ア ラ ン ス ｃ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 の バ ル ブ ス テ ム シ ー ル １ に お い て は 、 弁 の 作 動 時 に バ ル ブ ス テ ム ２ ２ が ス ト ロ
ー ク す る と 、 こ の バ ル ブ ス テ ム ２ ２ の 周 面 に 対 し て シ ー ル リ ッ プ ３ ａ が 摺 動 す る こ と か ら
、 こ の シ ー ル リ ッ プ ３ ａ に 摺 動 摩 耗 が 発 生 す る こ と が 懸 念 さ れ る が 、 上 記 構 成 に よ る 以 下
の 対 策 に よ っ て 摺 動 摩 耗 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 す な わ ち 、 シ ー ル リ ッ プ ３ ａ の 内 周 面 に 、 バ ル ブ ス テ ム ２ ２ の 周 面 に 摺 動 自 在 に 密 接 す
る ３ 本 の 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ が 設 け ら れ て い る た め に 、 こ の 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ が バ ル ブ
ス テ ム ２ ２ の 周 面 に 密 接 す る と 、 図 ２ に 示 し た よ う に 各 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ 同 士 の 間 に 環
状 凹 部 １ ０ ， １ １ が 形 成 さ れ る こ と に な り 、 こ の 各 環 状 凹 部 １ ０ ， １ １ に 摺 動 部 潤 滑 用 の
グ リ ー ス （ 図 示 せ ず ） を 貯 留 す る こ と が 可 能 と さ れ て い る 。 グ リ ー ス は 、 弁 の 作 動 前 に 予
め 注 入 さ れ る も の で あ る 。 し た が っ て 、 各 環 状 凹 部 １ ０ ， １ １ に 貯 留 さ れ る グ リ ー ス に よ
っ て 摺 動 部 が 潤 滑 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ が ３ 本 設 け ら れ て い る た め に 、 バ ル ブ ス テ ム ２ ２ に 対 す
る シ ー ル リ ッ プ ３ ａ の し め し ろ を 分 散 さ せ て 各 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ に お い て 接 触 圧 を 低 減
さ せ る こ と が で き 、 ま た 各 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ の 内 径 寸 法 φ Ａ が 互 い に 同 じ に 形 成 さ れ て
い る た め に 、 接 触 圧 を 均 等 化 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 各 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ に
お い て し め し ろ が 分 散 さ れ か つ 均 等 化 さ れ て 低 減 さ れ る こ と か ら 、 シ ー ル リ ッ プ ３ ａ 自 体
も 形 状 的 に 摺 動 摩 耗 し に く い 特 徴 を 有 し て い る 。 本 願 発 明 者 ら の 知 見 に よ る と 、 環 状 凸 部
４ ， ５ ， ６ の 形 成 数 は ２ 本 で は 不 足 で あ り 、 し め し ろ の 大 き さ と の 兼 ね 合 い の 観 点 か ら し
て 、 ３ 本 以 上 で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ の バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド ２ １ 側 に 、 グ リ ー ス を 保 持 す る 環 状 堰
部 ７ が 設 け ら れ て い る た め に 、 環 状 凸 部 ４ ， ５ ， ６ お よ び 環 状 堰 部 ７ 間 の 環 状 ス ペ ー ス １
２ に も グ リ ー ス を 貯 留 す る こ と が 可 能 と さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の ス ペ ー ス １ ２ に 貯
留 さ れ る グ リ ー ス に よ っ て も 摺 動 部 が 潤 滑 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に ま た 、 環 状 堰 部 ７ が バ ル ブ ス テ ム ２ ２ に 対 し 非 接 触 と さ れ て い て 、 こ の 環 状 堰 部 ７
お よ び バ ル ブ ス テ ム ２ ２ 間 に 微 小 な 径 方 向 ク リ ア ラ ン ス ｃ が 形 成 さ れ る た め に 、 バ ル ブ ス
テ ム ２ ２ の ス ト ロ ー ク 時 に 環 状 堰 部 ７ が 相 対 移 動 し て も 、 グ リ ー ス を 掻 き 出 す こ と が な い
よ う に 構 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 摺 動 部 に 供 給 し た グ リ ー ス が 掻 き 出 さ れ ず に 長 期 間
に 亙 っ て 保 持 さ れ る こ と か ら 、 グ リ ー ス に よ る 潤 滑 作 用 を 長 期 間 に 亙 っ て 発 揮 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の 作 用 効 果 が 相 俟 っ て 、 当 該 バ ル ブ ス テ ム シ ー ル １ に よ れ ば 、 ド ラ イ か つ 高 温 の 条
件 下 で も シ ー ル リ ッ プ ３ ａ が 早 期 に 過 大 摩 耗 す る の を 防 止 す る こ と が で き 、 も っ て 排 気 ガ
ス を 安 定 し て シ ー ル す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る バ ル ブ ス テ ム シ ー ル の 半 裁 断 面 図
【 図 ２ 】 同 バ ル ブ ス テ ム シ ー ル の 装 着 状 態 を 示 す 半 裁 断 面 図
【 図 ３ 】 従 来 例 に 係 る バ ル ブ ス テ ム シ ー ル の 説 明 図
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 バ ル ブ ス テ ム シ ー ル
　 ２ 　 取 付 環
　 ２ ａ 　 筒 状 部
　 ２ ｂ 　 フ ラ ン ジ 部
　 ３ 　 弾 性 体
　 ３ ａ 　 シ ー ル リ ッ プ
　 ３ ｂ 　 静 止 シ ー ル 部
　 ４ ， ５ ， ６ 　 環 状 凸 部
　 ７ 　 環 状 堰 部
　 ８ 　 装 着 溝
　 ９ 　 ガ ー タ ー ス プ リ ン グ
　 １ ０ ， １ １ 　 環 状 凹 部
　 １ ２ 　 ス ペ ー ス
　 ２ １ 　 バ ル ブ ス テ ム
　 ２ ２ 　 バ ル ブ ス テ ム ガ イ ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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